

























































Ⅱ 保育場面における実習生の気づきと対応- ｢プロセスレコー ド｣の分析を手がかり
に- (日本乳幼児教育学会第 19回大会口頭発表 平成 21年 11月 15日)
Ⅲ 保育者の経験年数による保育場面解釈の相違一保育場面の映像に基づく保育者-の
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分析を手がかりに-｣(日本乳幼児教育学会第 19回大会 於 :川村女子学園大学 平
成 21年 11月 15日)
山口美和 ･若山哲 ｢保育者の経験年数による保育場面解釈の相違一保育場面の映像に基
づく保育者-のインタビューから-｣(日本乳幼児教育学会第 20回大会 於 :関西学

























































































析 ･考察を行っている (横山 2004)3｡ 他にも､参与観察によって保育者の援助のあり
方やその専門性について考察した研究として､草信(2009)､中井･松良(2005)､丸山(2007)
などが挙げられるO
中坪史典 ･上松由美子 ･朴恩美らの研究は､子どものあそびに関するエピソー ドと､あ
そびの場面を映した映像データを用いた保育カンファレンスを通して､あそびに対する対
象児の｢夢中度｣を探り､遊びの質を高めるための保育者の援助について検討するものであ




















































































































































まり (原因)､どのような結末を迎えたのか (結果)を ｢物語的｣に理解するのである｡
D.カーが指摘するように､われわれの経験の基礎構造の中に内在する ｢過去 ･現在 ･未来｣
の時間構造は､物語 り形式の ｢はじめ-中間一終わり｣という時間構造と相同的であると
いえる｡連続的に生起する事象の中から､このように出来事を物語的に理解することは､
いわばわれわれの時間的な存在様態と密接に結びついてお り､その意味で ｢物語 りは､わ
れわれの経験を組織化し､それに整合性を与える根源的な様式｣なのである｡野家啓一『物
語の哲学』319･320頁を参照｡
7 山口美和 ･越智康詞 ･山口恒夫 ｢教師教育におけるリフレクション方法の検討 :『プロセ
スレコー ド』による事例の振 り返 りを通して｣『信州大学教育学部紀要』第 119号､2007
年
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である (表 1)｡なお､自由あそび時間中の トラブルで､異年齢児同士のかかわりが取り上
げられているケースは､混合クラスのカテゴリに分類して分析を行った｡
【表 1 ケースに登場する子どもの所属クラス別内訳】
年少クラス 年中クラス 年長クラス 混合タラ大 合計
(3-4歳児) (4-5歳児) (5-6歳児) (3-6歳児)
U短大 19 22 17 13 71
F大学 25 ･24 25 13 87
3.2 学生が介入を行なった場面に関する分析








場 面 年少 年中 年長 混合 -_計
遊具や物の取り合い 19 14 10 8 51
仲間はずれ 8 4 9 3 -24
叩く.蹴る (攻撃) 7 7 7 3 24
順番 リレー ルを守らない 1 6 5 1 13
ぶつかる (意図せず傷つける) 2 3 2 2 9
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言葉による攻撃 3 0 2 1 6
保育者の独占 2 0 2 1 5
席の取り合い 0 2 1 2 5











子どもから 学生から 子どもから 学生から 子 どもから 学生から
年少 12 13 4 15 16 28
年中 10 14 7 15 17 31
年長 15 10 6 ll 21 21



































プ ロ セ ス レ コ ー ド (事例1)
園児の情報 学年 年少 性別 男 . 国名 F幼稚園
園児の言動 私 (学生)が感じたり｣考えたりしたこと 私 (学生)の言動 分析.考察




とはっきりという.⑩E <んは､｢E の､X いんだろう｡⑪T <んは自分が取つ くんが使っていなかったかな?｣⑫｢おもちゃはみんなのもの
の｣と主張する.でくん たという意吉馴まないん 星よ.今は Ⅹ <んが使って
は ｢Tのだもん｣と言い だろうな.⑭遊びたいから取った いたよ｡T<んもこのおもら
切る. やで遊びたいの?｣と訊く｡
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う.⑯Ⅹ<んが ｢貸して｣と んだな.⑰ものの貸し借りはわ もちやを使いたいときはなんて言ったらいいのかな｣という.⑯｢でくんも使いた ったら
答える○⑩で くんは不満そうに 丑三三と1畳んだな｡ 貸して つて言ったらいいん⑳納得してないんだ じゃないかな?｣という.21-｢Ⅹ<んと でくん､こ
｢うん｣という. -- のおもちゃで一緒に遊ぼう力ヽ｣という｡24 ｢でくん､広くん貸して





プ ロ セ ス レ コ ー ド(事例2)
園児の情報 学年 年少 性別 女 園名 D幼稚園
園児の言動 私 (学生)が感じたり､考えたりしたこと 私 (学生)の言動 分析.考察
①Sちゃんが急に大泣き ②どうしたんだろう?⑤NちゃんはSちゃん ③Sちゃんのそばによって N ちゃんが泣いて
し始めたo④泣きながら｢私のシー いき､｢Sちゃん､どうしたの?｣と声をかけた.⑥N ちゃんのそばにいき話ルを N ちゃんが取つ が言うシールを手に持
た !｣と言ってきた.局 つていた.とりあえず を聞く｡⑨ ｢Nちゃん､Sちゃんがシール取られたつて言ってる
りにいた園児も状況を N ちゃんに話を聞いて
説明してきた○ みよう○
⑦ や周りの園児 ⑧ てNちゃんは
は｢Nちゃんがシールを シールを取ってしまつ んだけど､Nちゃんは勝手に いるのに､
とった｣と言った｡Nちゃんは今にも泣き出しそうに下を向いていた○⑩N ちゃんは なか たんだろう?⑪Nちゃん､シールが 取つちやつたの?｣と訊く..⑩｢Nちゃんもシールほしか どう したらいい 力ヽわカヽらず､何も言 うほし力ヽつたけど Sちや つたんだよね?でも Sらや ことがで
ら下を向いたまま.⑱N ちゃんは泣きなが んにうまくいえな力ヽつ んもそのシール気に入って さなか つ
星幽 _ だから､Nちゃんが持つてい たので､も
⑭SちゃんもNちゃんも仲直りできて嬉しそラ. つたから悲しいつて｣と言った｡⑯｢Sちゃんが使ったあと つと N ちゃんの気持ちを理ら｢ごめんね｣と言って､ 解で きた
Sちゃんにシールを返し に､Nちゃんにも貸してあげ らよ 力ヽ つ






















逐冒 これ本当に T君の?おもちゃはみんな N ちゃんもシール欲 しかったんだよね?






順香 戦いごっこはみんなでやつてるんだよ 皆がルールを守らないと楽 しく遊べない
ねOAくんだけ特別じゃみんなと遊べな よOB君は､ルールを守って遊ばないと盈






























































































【表 1 回答者の保育経験年数 (保育者)】

























































































場面 1 場面2 場面3
学 【方法】 【他の保育者との連携】 【子どもの態度】
手あそびを子どもが見てい 各保育者の対応がすばや 相手の話を聴かない .譲ら
ない∴持たせた容器に集中.い .すぐに声をかけている ない .決意が固い .相手が
坐 してしまう.色水を実際に 【保育者の態度】 動くようしむける.謝らな
秤 見せている 泣いている子どもと目を い .順番を守れない .仲裁
【保育者の説明】 合わせる .それぞれの話を できる (S児)
説明が伝わらない .言葉が 聞く (B) 【子どもの育ちの理解】
けが足りない .注意の仕方 .【子どもの態度】 かたくな .自分のこだわ
がやさしい 新しい活動を楽しむ .持つ り.どうしてもやりたい
【保育者の声の大きさ】 ている手ぬぐいで遊ぶ .落 【子どもの発言】
声が小さい .声が高すぎ ち着きがない イヤの一点張り (K児)【周囲の子の状況】
る .声が聞こえない【子どもの態度】 【活動】はじめはゆっくり歩く.歩き方を自分なりに工夫す 年長児は周 りをよく見て
話を聴いていない .集中し る .指示があるまでは勝手 考えている
ていない .保育者を見てい に歩き回らない 【保育者の気づきゃ配慮】
ない .たらいの中身に興味 【周囲の子の状況】 タイヤがほしいことに気
を示す .手遊びをしない . 周囲の子も心配してい づく.見守る .しばらく見
ばらばら.説明の途中で遊 る .泣いている子を気にす ている.
【子どもの理解度】 【説明方法】
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ない 見て説明 .マイクを使 う.
【環境】たらいの置き方 注目させる (A).
新 【方法】 【周囲の子の状況】 【子どもの育ちの理解】この手あそびを選んだ理由 泣いている子に近づいて 年中児らしい姿だ
人 【環境】 声をかける友だちの姿 【保育者の気づきゃ配慮】
群 たらいの隠し方 【全体活動の流れ】つきつきりにならない .全体を動かすこと 近寄らず見守っている
中 【子どもの経験内容】 1【子どもの育ちの理解】 【子どもの育ちの理解】
素材に触れる.見立てる. 個々の子どものつまづき 子どもの特性
混ぜる .水の感触を楽しむ に日を向ける 【子どもの内面の推測】
内面の推測】 全体活動の流れ】 ひくに引けなくなiDてい
堅 素材を楽しむ .わくわくす 全体をスムーズに進め る.がんこ.意地になって
群 る る .活動のねらい いる (Y児).立ち会ってい
【個別性】 【保育者の態度】 る子どもの心の変化(S児)









べ 【子どもの内面の推測】 【子どもの育ちの理解】 【子どもの育ちの理解】
子どもの気持ち .子どもの 子どもの個性 .行動様式 . 子どもの特性
思い .目に見えない心 .千 性格 .成長段階 .育ちの見 【子どもの内面の推測】
ども自身が気づく.積極的 取り 立ち会っている子 どもの
チ でない子でも動きだすまで 【保育者の援助】 心の変化
ラ の準備をしていたり､経験 共通理解 .役割分担 .タイ 【子ども同士の関係】
ン を踏んでいる場合もある ムリーな援助 .事前の想定 お互いの思いに気づく.棉
秤 【方法】 内 手の姿を見る.仲間同士の
気持ちをひきつける .導入 【周囲の子の状況】 仲裁 .私の方ができるとい
で活動に集中させたい .間 周 りの子の動き .泣いてい う思い (Y児がK児に対し
いかけ .適切な声がけ る子に気づいている て)､譲られたらY児の態
【環境】 【連続性】 度も違ったかも
環境設定 .導入 を行 う場 日ごろの保育との連続性 【子どもの発言】
所 .素材の位置 【他の保育者との連携】 自分を主張しあっている
【動き】 保育者が一人だと対応が 【保育者の介入のあり方】
移動のタイミング .動線 . 困難 自分の意にそ ぐわない介
じっくりと見る .動き出す 【集団-の指導】 人は望ましくない .すぐに
-25-
【保育者の態度】 いる 秦 (｢3人で仲良く｣｢順番







































学生 .新人群 中堅群 ベテラン群
保 平等な対応のできる保育者 手本/一緒に遊んで楽しい 教えるとい う気持ちでは/頼 りになる保育者/喜び という気持ちを持ってもら なく､人生を生きてい く
育 悲しみなどを一緒に共感/ いたい/一緒に経験する中 のに必要なカをつける手
者 一緒に発見を喜べる保育者 で､共感 したり考えたりと 伝いができれば/ ｢.困つ






子 お互いの言い分を聴く/欠 大切でかけがえのない存■在 鏡/.エネルギーの源/大かせない素敵な存在/保育 /育つ過程を見ていて刺激 人 と対等/大人が忘れて
ど の仕方によって成長の仕方 になる存在/学びあい刺激 しまっている柔軟な心や
も が変わる/大切な存在/元 し合える仲/無限の力を持 考えを持っている/元気
級 気いっぱい/関わりがいが つている/教えあえる仲間 め漁/子どもの言動から
ある/かわいい/新しい発 日々学んでいる/かわい
兄をさせてくれる存在/理 い/未来がある/大人や













































































































































































































































































表現されている心理状態 :欲求 (Want,desire)または願望 (wish)
発語内行為動詞の例 :頼む (ask)､命令する (order)､依頼する (reqest)など
(3)行為拘束型 (commisives)
発語内の目標 :話し手がある一定の経過を伴 う行為を行 うように拘束されること10｡
適合方向 :《世界を言葉-》
表現されている心理状態 :意図すること (Intention)










適合方向 :《言葉を世界-》と 《世界を言葉-》の両方 (もしその発言が成功裏に遂行さ
れれば､そのことによって適合をもたらす)























































































































































































野口隆子 ･鈴木正敏 ･門田理世 ｢教師の語 りに用いられる語のイメージに関する研究 :幼




能智正博 『(語 り)と出会 う一質的研究の新たな展開に向けて』ミネルヴァ書房､2006年
坂越正樹 rH.ノールの 『教育的関係』に関する一考察 『教育的関係』の独自性と 『教育と
教育学における相対的自律性』の要請｣『広島大学教育学部紀要』1988年､第1部､第
37号









































































箕輪 ･安見 (2009)､伊藤 (2001)､淀川 (2009)､北浮 ･近藤 ･間山 ･芝田･矢島 ･稲葉 ･
鶴田 (2003)などがある｡その中でも､子どもに対する保育者の働きかけを発話行為とい
う観点から分析した先行研究として､樟本 ･山崎 (2002)､島村 ･稲垣 ･中浮 く2004)が
挙げられる｡




生は子どものことばをそのまま繰 り返す応答が多かったという｡また､島村 ･稲垣 ･中揮
(2004)の研究は､樟本 ･山崎 (2002)の言語的応答のカテゴリを再検討して追研究を行



























































【表 1 抽出事例の年齢 (クラス)別内訳】
場面 年少 年中 年長 混合 不明 計
叩く等の暴力 2 2 6 0 3 13









致の方向｣ 2によって､①言明型 (assertives)､②行為指示型 (directives)､③行為拘束

















































































1 ⑬ E]⑤ @]⑥ 盛 ⑲
2 ⑬ 回 ⑬ 団 ⑲ B]⑧ ⑬ ⑤困 ⑲ ⑳ _
3 ⑬rT1⑲rTl⑨ ⑨ ⑲ ⑨困 ⑨
4 Eg]⑬ril⑬ 同⑧ ⑬ 同① ⑲ EB)
5 '⑬ril⑬ ⑬ 同⑬ 同⑲ ⑬ 困
6 困 ⑬ril⑨ ⑬ 巨頭⑬ ⑬回 ⑬ rfl⑬ 匡司
7 ⑬ 同⑬ 困 ⑤ ⑬ 同⑳ ① ⑨ 困
8 Egl⑬ rq⑬ 困 ⑲ ril⑨ ⑲ Fl⑬ ⑲ Ej]⑲ E3).
9 ⑬ rfl⑲ 回 国 ⑬ 回⑲ rEl⑲ 同⑬ r5l⑳ ⑬ 垣 ⑲
10 ⑬ rq⑬ ⑲ rSl⑳ ⑤ ⑬ 垣 ⑨困
ll ⑬ rq⑬ Eg⑤ ⑬ rSl⑬ rT1⑬ ① 困 ⑲ ◎ ⑲ Ej]




むとい う経過をとる｡どのケースでも子どもの r謝る｣(団 )とい う発語内行為のカテゴ
リが登場していることがわかる｡以下に示すのは､代表的なパターンのひとつである｡





【表 4 パターン1 (事例 8)】
発語内行為とその宛先 _具体的な発話及び行為の例
-① [A]訴える く-保) (泣きながら)先生 !
② [保]尋ねる (-A) A くん､どうしたの?
③ [A]説明する (-保) Bくんが､えいっ !とした (叩いた)
④ [保]指示する (-B) Bくん､ちょっとこっちにおいで○
⑤ [B]応 じる (-保) (ふてくされたような表情でこちらに来る)
⑥ [保]尋ねる (-B) Bくん､何でAくんをえいっ !と叩いたと?
(診 [B]説明する く-保) だって､Aくんがオレが作ったお山くずしたんだもん !
⑧ [保]代弁する (-A) Aくん､Bくんはお山くずされたのが嫌だったんだつて○
⑨ [保]尋ねる (-A) もしAくんがお山くずされたら嫌でしょ?
⑩ [A]同意する く-保) うん-o
⑪ [保]禁止する (-B) Bくん､嫌って恩つても人を叩いたらダメ○
⑫ [保]提案する (-B) 嫌って思ったら､まずやめてつて言ってごらん○
⑬ [B]了解する (-保) わかったo
⑭ [保]提案する (-A.B) よしo じゃあ二人ともごめんなさいしよっか !











【表 5 パターン2 (事例 9)】
発語内行為とその宛先 具体的な発話及び行為の例
(① 【A]泣く) (Aくんが泣きながらうずくまり子どもたちが集まっていた)
② [保]尋ねる く-A) 何かあつたの?
④ [保]尋ねる く-B) Bくんは､どうしてAくんが泣いているかわかるかな?
⑤ [A]訴える (-保) Bくんが叩いた !
⑥ [B]反論する (-保) 僕も叩いたよOでもA君がね､みんなと遊んでいるのに､入
れ七も言わずにブロック取ったんだもんo
⑦ [保]尋ねる (-A) Bくんたちにブロック貸してとか入れてつて言ったかな?
⑧ [A]答える (-保) 入れてつて言ってないo
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⑳ [A]答える (-保) 言えるよ○
⑪ [保]尋ねる (-ち) A くんとか他のお友だちを叩いたりしたら､どんな気持ちに
なるかな?
⑳ [B]答える (-保) PPいたら痛いよ○
⑬ [保]確認する (-→B) 叩かれたら痛いよね○
⑭ [B]同意する く-保) うん○
⑮ [保]宣言する (-A.ち) じゃあ､これで二人とも仲良しだね.
⑩ [保]尋ねる (-A.B) こういうときは何て言おうか?






































4.2 遊具の貸 し借 りをきっかけとした トラブルのケース分析
遊具の貸し借 りをきっかけとした トラブルとして 20例を分析し､発語内行為の連接関
係を示 した｡
































【表 7 パターン1 (事例 13)】
発語内行為とその宛先 具体的な発話及び行為の例
① [A]訴える (-保) スコップがない○
② [保]指示する (-A) 自分で貸 してつてお願いして､それでも貸してもらえなかつ
たら言ってねO.
③ [A]頼む (-B) (2つスコップを使っているBに)貸してo
⑥ [B]拒否する く-A) (拒む)
6) [A]訴える (-保) 貸 してもらえないo
⑥ [保.A]頼む く-→B) (Aくんと一緒にBくんに言いに行く)スコップ貸して○
⑦ [B]拒否する (-保.A) 先に使ってたから貸したくないo
⑧ [保]説明する (-B) Bくんには2つもあるけど､Aくんには1つもないよこ
⑨ [保]提案する (-B) 1つずつ使ったら?
⑳ [B]了解する (-A) (しぶしぶ 1つ貸す)
⑪ [A]訴える (-保) 青い方がいい !
⑳ [保]指示する く-A) 貸してくれたんだから､それ使って○
⑬ [保]指示する (-A) お礼言わないといけないよC
⑭ [A]感謝する (-B).ありがとうo
⑮ [保]誉める く-ち) 年中さんにやさしくしてえらいね○
⑱ [保]おだてる (-B) お兄ちゃんだね○














【表 8 パターン2 (事例 17)】
発語内行為とその宛先 具体的な発話及び行為の例
① [A]訴える (-保) 先生､Bくんがプロγク貸してくれないo
② [保]尋ねる く-A) Bくんがずつとブロックを使っているの?
(卦[B]反論する (-保) だって使い始めたばかりだもんo
④ [保]提案する (-B) -じゃあ､〇時〇分になったらAくんに貸してあげようか○
6)[B]拒否する く-保) 嫌だ !
⑥ [B]反論する (-保) 僕が使い始めたぽっかりだし､昨日はAくんが使ってたもんo
⑦ [A]反論する (-B) 俺､全然使ってないよo
⑧ [保]代弁する く-A) Bくんがね､どうしても作りたいものがあるんだつてo
⑨ [保]説得する (-A) だから､それを作り終わったら貸してもらお うねO
⑲ [A]了解する (-保)-わかったo待つてるo
⑪ [保]尋ねる (-ち) Bくんも､それでいいかな?
⑫ [B]了解する (-保) うん○
このケースでは､はじめは､実習生が④で一定の時間を区切 りとして遊具の使用の順番





















































































HarvardUniversityPress,1994,(永田素彦 ･深尾誠 訳 『社会構成主義の理論と実践一
関係性が現実をつくる』ナカニシャ出版､2004年)
池田進一 r間接的発話行為｣『教育心理学研究』第 39巻第 2号､1991年､107-117頁
伊藤 崇 ｢保育園のお集まり場面における一斉発話の相互行為的創出｣『日本教育心理学会
総会発表論文集』第 43号､2001年､319京
















島村幸 ･稲垣佳世子 ･中滞潤 ｢子ども-の発話に見る保育の専門性一担任保育者 と教育実
習生の比較を通して-｣『日本保育学会大会研究論文集』2004年､910･911頁
砂上史子 ･秋田喜代美 ･増田時枝 ･箕輪潤子 ･安見克夫 ｢保育者の語 りにみる実践知- ｢片
付け場面｣の映像に対する語りの内容分析-｣『保育学研究』2009年､70･81頁
山口美和 ･越智康詞 ･山口恒夫 ｢教師教育におけるリフレクション方法の検討- ｢プロセ





Ⅵ 補論 1 幼児の造形活動に際 しての保育者の関わ りについて
1.はじめに






















































































経過時間 保育者 1 保育者 2













































発語内行為の型 カテゴリ 制作方法に 制作態度に 制作した結果
関する項目 関する項目 に関する項目
言明型 代弁する ㊨ ㊨

































4 山口美和 ｢幼稚園児同士の トラブル場面-の介入における教育実習生の言語行為論的特
質一実習生のプロセスレコー ドを分析対象として-｣『乳幼児教育学研究』第 19号､2010
年､49･59頁
5吉村香 ･吉岡晶子 ･柴崎正行 ｢保育における子どもの主体性と保育者の環境構成選択の
構成をめぐって｣『乳幼児教育学研究』第 10号､2001年､21･31頁
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3.1 年中児にみ られるケア リング行動～おもちゃの貸 し借 り～
【プロセスレコー ド 1】
園児の情報 l学年 :年中 性別 :男 園名:C幼稚園
園児の言動 私 (学生)が感じたり､考えたりしたこと 私 (学生)の言動
①Aくんが ｢ねえねえ｣と話し掛けてくるo③N の使っているパ ト ④もしかして､あのパ トカ ② ｢どうしたの?｣と尋ねる｡⑤ パ トカー使いたいの ?｣
カーのおもちゃをじっと -のおもちゃで遊びた と声をかけるo⑧ ｢先生と一緒に "貸して'
旦五〇 いのかなo
⑥私の言葉に額 くが､｢貸し ⑦ 自分か ら言 え ないんだ
て｣となかなか自分から な○⑨Aくんの気持ち､Nくん つて言ってこようか?｣とA
に伝わるといいなo⑫困つたなoNくんにAく 伝える○(Aくんと手をつないだまま)⑬ ｢パ トカーじゃなくて､他
引き続き遊び続けるOA んの気持ちは分からな の車は?｣とAくんに聞くが､
くんは悲しそうにうつむ かつたのかな○⑬Aくん 気持ち が伝わ 本人は首を振って否定○上道
く｡ らく2人で手をつないでいた.
⑭ しばらく てから､Nく ⑯ ｢良かつたねAくん Nく
んが自分から ｢貸 してあ つたんだ○良かつた o んにちゃんと あ`りがとう'
げる｣とAくんの元-莱 つて言える?｣とAくんに声
五 〇 をかける○








































園児の情報 f 学年 ‥年少 性別 ‥男女 鮎 :S幼稚園
園児の言動 私 (学生)が感じたり､考えたりしたこと 私 (学生)の言動
(DAちゃんがタイヤ付きのブロックで車を作って遊んでいる○診Bくんがやってき タイヤを無理矢理取ろうとするo③ ｢勝手に使わ ⑥他のタイヤはもうない ④2人のもとに行き､｢どうし
ないで !｣と言う○ たの?｣と声をかける○
⑤ ｢いま､車 る ⑦B くんl羊｢もうタイヤなか
に､Bくんがタイヤ勝手にもつていこうとする｣と言うo は黙っている｡⑧B ｢う ｣.⑫ Aちゃん､タイヤ貸して｣⑳AJ空∠⊥ のかな?と思うo⑨ ｢貸して｣など､Aちや つたの?｣と訊いてみる○⑳ ｢Aちゃんに貸してつて聞んに聞けば貸してくれる いてみたらどう?｣⑭ じゃあBくん､ちがうプでは ○⑬どう たら2人も気持
⑬B ｢やだ ! タイヤがい ち良く遊べるのかな?と ロックで遊んでみよっか｣と
思う○⑳どうしたらいいのか､と 声をかけるo⑲ ｢Cちゃんにありがとうつ
い !｣と言うo 困ってしまう○













があま り明確ではない 自己中心的な世界を生きてお り､他者の立場を想像 して理解するこ
とが難 しいといわれている｡実際､3歳児クラスでは､子 ども同士のおもちゃの取 り合い
やいざこざも頻繁に発生する｡







園児の情報 f学年 ‥年少､年長 性別 .'男女 国名 ‥.U幼稚園
園児の言動 私 (学生)が感じたり､考えたりしたこと 私 (学生)の言動
①年少さんのA､B､Cちや (診○組 (年長)さんの子ど ⑤年長 さんたちに向かって
んと D くんが､イプラン もたちは､ブランコを貸
コか-して｣と叫ぶ.③ 長 E､F､G Hくん｢塵 してくれるかなと心配する○④やっぱりダメか.-と少
たちだつてまだ乗ったば し落ち込む○⑦Eくんは､妹や弟がいる ｢△組 (年少)さんにも貸 し
つかりだもん｣というよ てくれないかなあ｣と頼んで
うなことを口々に言っていたが よく覚 えていな○⑥Eくん ｢俺も乗りた け みる.(塾年少さんに向かって ｢みん
ど､貸 してあげる.遊星 のかな○自分もまだ乗 り な良かつたね｣と言 うo
決めるからジャンケン勝 たいのに我慢できるな




｢プランコか-してo｣ さんに向かって ｢鎚 とユ
プランコに乗っている きプランコ乗れなくてどうい
A､B､CちゃんとDくん う気持ちだった?｣と問いか



























































































































































































































































JohnWiley&Sons,Inc.,1998.(堀薫夫 ･久保真人 ･成島美弥訳 『質的調査法入門一
教育における調査法とケース ･スタディー』ミネルヴァ書房､2004年
Noddings,Net,Can'Dg･'AEemL'DL'DeApproachtoEthL'cs&MozTalEducatI'oD,University





























草信和世 ｢現代における保育者の専門性に関する一考察 :子どもと響き合 う保育者の身体
知を求めて｣『保育学研究』第 47巻第2号､2009年










無藤隆 ･麻生武編 『質的心理学講座 1 育ちと学びの生成』東京大学出版会､2008年






野口隆子 ･鈴木正敏 ･門田理世 ｢教師の語りに用いられる語のイメージに関する研究 :幼




小原敏郎 ･入江礼子 ･白石敏行 ｢子ども同士の トラブルに保育者はどうかかわっているか
一保育者の経験年数･トラブルが生じる状況による分析を中心に｣『乳幼児教育学研究』
17巻,日本乳幼児教育学会編､93･103貢,2008年




坂越正樹 ｢H.ノールの 『教育的関係』に関する一考察 『教育的関係』の独自性と 『教育と
教育学における相対的自律性』の要請｣『広島大学教育学部紀要』1988年､第 1部､
第 37号
佐藤郁哉 『質的データ分析法 原理 ･方法 ･実践』新曜社､2008年









山口美和 ･越智康詞 ･山口恒夫 ｢教師教育におけるリフレクション方法の検討- ｢プロセ
スレコー ド｣による事例の振 り返 りを通して-｣『信州大学教育学部紀要』第 119号､
2007年
山口美和 ･山口恒夫 ｢教師の自己リフレクションの一方法としてのプロセスレコー ド:香
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を用いた ｢臨床経験｣の研究の基本的視点｣『信州大学教育学部紀要』第 112号､2004
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